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Ⅲ 参考指標 

 

１ あらゆる分野における女性の活躍 

（１）男性中心型の働き方の見直しとワーク・ライフ・バランスの推進 

１－１－１ 女性の就業状況をめぐる状況（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：「令和２年版 男女共同参画白書」 

 

 

 

１－１－２ 仕事と介護の両立 介護・看護を理由に離職・転職した者（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：「平成 29年 就業構造基本調査」 
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（２）政策・方針決定過程への女性の参画促進 

１－２－１ 各分野における「指導的地位」に女性が占める割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料出所：「令和２年度 女性の政策・方針決定参画状況調べ」、 

：「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況（令和２年度）」 

：「大阪府における女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画」 

：大阪府男女参画・府民協働課調べ 

 
 
１－２－２ 審議会等における女性委員の登用状況の推移(府内市町村)  

 

資料出所：大阪府男女参画・府民協働課調べ（各年 4月 1日現在） 
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１－２－３ 各種委員会における女性委員の登用状況の推移(大阪府 府内市町村) 

 
資料出所：大阪府男女参画・府民協働課調べ(各年 4月 1日現在) 

 
 
 

 
１－２－４ 大阪府職員(一般行政職)採用者に占める女性割合の推移  

     
資料出所：大阪府人事局調べ（大学卒程度は「22－25」、高校卒程度は「18－21」による採用者で計上） 

（注）各年度４月１日採用における数値。 
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（３）女性の活躍推進 

１－３－１ 大阪府庁における課長級以上の職員数及び女性割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：「大阪府における女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画」 

 

１－３－２ 大阪府労働相談センターにおける労働相談の性別相談内容と就労状況別件数 

＜男女別相談内容＞

 
 

 

＜就労状況別相談件数＞ 

 
 
資料出所：大阪府労働環境課｢令和元年度労働相談統計年報(府民からの 10,121件の労働相談)｣(令和３年１月公表予定) 

        (注) 男女別相談内容は、男女とも上位１０位までの件数を記載しているので、合計と一致しない。 

            就労状況別相談件数は、その他(無職等)があるので、合計件数と一致しない。 

           「その他※」…電子メールなどによる相談で性別の特定ができなかったもの 

 

1 解雇・退職勧奨 443 (8.9%) 1 労働契約 609 (12.0%)
2 労働契約 418 (8.4%) 2 職場のいじめ 442 (8.7%)
3 退職 319 (6.4%) 3 解雇・退職勧奨 401 (7.9%)
4 労働条件－その他 295 (5.9%) 4 退職 379 (7.5%)
5 職場のいじめ 292 (5.9%) 5 職場の人間関係 368 (7.2%)
6 賃金未払い 284 (5.7%) 6 雇用保険 292 (5.7%)
7 雇用保険 257 (5.2%) 7 社会保険 268 (5.3%)
8 社会保険 253 (5.1%) 8 有給休暇 254 (5.0%)
9 職場の人間関係 229 (4.6%) 9 賃金未払い 231 (4.5%)
10 有給休暇 206 (4.2%) 10 労働条件－その他 220 (4.3%)

男性 4,958件 女性 5083件
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１－３－３ 職場におけるセクシュアル・ハラスメント相談状況 
 

 
資料出所：大阪府労働環境課｢令和元年度労働相談統計年報(府民からの 10,121件の労働相談)｣(令和３年１月公表予定) 

（注）総件数は、セクシュアル・ハラスメントに関する相談のうちセクシュアル・ハラスメントを受けたとする人からの

相談件数である。 
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２－１—１ 自殺死亡者数 

 

資料出所：警察庁及び大阪府警本部統計 

 
２－１－２ 周産期死亡率、死産率、新生児・乳児死亡率の推移(大阪府) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料出所：厚生労働省「人口動態統計」（平成 28年） 

資料出所：厚生労働省「人口動態統計」 
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２－１—３ 子宮がんや乳がんなどの女性特有のがんの検診受診率(大阪府) 

 

 

資料出所：国民生活基礎調査 

※受診率は 40～69 歳（子宮頸がんは 20～69 歳）で算出したもの。 

乳がん・子宮頸がん検診は隔年で受診することが推奨されているため、過去２年以内の受診率。 

※（）内は都道府県順位。ただし、平成 28（2016）年の全国平均及び順位は熊本県を含まず。 
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（２）女性に対するあらゆる暴力の根絶 

２－２－１ 配偶者等に対する暴力をなくすためにもっと取り組みが必要なこと（大阪府） 
 

問 配偶者等からの暴力、セクシュアル・ハラスメント、性暴力・性犯罪などをなくすため 

に、もっと取組を進める必要があるのはどのようなことですか。（○はいくつでも） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

資料出所：大阪府「男女共同参画に関する府民意識調査」(令和元年度) 
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２－２－２ 配偶者等の暴力に関する相談件数の推移 

 
資料出所：内閣府配偶者暴力相談支援センターにおける相談件数等調査（令和元年度） 

 
 
 
２－２－３ 主訴別一時保護の状況の推移(大阪府女性相談センター)  

 

 
資料出所：大阪府女性相談センター調べ 
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２－２－４ 大阪府警察相談窓口に寄せられた相談等件数 

資料出所：大阪府警察本部調べ 

 
 

 

 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ 

配偶者等か

らの暴力に

関する相談

件数 
1,439 1,625 1,987 2,300 4,026 4,140 4,567 5,844 8,002 8,185 8,932 8,755 9,754 10,070 

ストーカー 
警告件数 53 55 111 92 109 78 129 188 202 188 225 217 189 170 

ストーカー 
禁止命令 0 0 3 2 2 0 0 3 3 1 7 15 37 78 

ストーカー 
相談件数 1,087 993 1,217 1,238 1,488 1,260 1,423 1,720 1,451 1,255 1,406 1,286 1,152 1,050 

児童買春・

児童ポルノ

法違反被疑

者検挙人員 

99  130 88 106 124 138 139 152 150 174 178 175 159 217 

同被害少年

の数 107 113  63 55 70 139 82 123 107 98 125 138 168 188 

売春防止法

検挙件数 161 111 76 45 48 82 33 30 22 21 19 21 16 35 
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（３）様々な困難を抱える人々への支援 

２－３－１ 一般労働者と短時間労働者の賃金比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：賃金構造基本統計調査（R1）厚生労働省 

 
 
 
 

２－３－２ 世帯の家族類型別割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：総務省「国勢調査」 
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２－３－３ 児童のいる家庭と母子・父子家庭の平均収入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：国民生活基礎調査（H28）、全国ひとり親世帯等調査結果報告（Ｈ28） 

 

２－３－４ 生活意識別に見た世帯数の構成割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：国民生活基礎調査（Ｒ１） 

 

２－３－５ 大阪府における児童虐待相談対応件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：大阪府子ども家庭センター資料 

10,427 10,118 

5,711 6,079 

 

707.8 

348.0 
573.0 

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

児童のいる家庭 母子家庭 父子家庭

11,306 

（万円） 

12,208 

 

21.8

19.7

25.5

41.9

32.6

31.9

34.9

44.8

39.9

42.9

35.6

10.4

4.7

4.4

3.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全世帯

高齢者世帯

児童のいる世帯

母子世帯

大変苦しい

やや苦しい

普通

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

6,509 

（件） 

7,874 
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59,919 66,701 73,802 

88,931 
103,286 

122,575 133,778 
159,838 

193,780

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

２—３—６ 全国における児童虐待相談対応件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：福祉行政報告例 

 

 

 

（件） 
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３ 全ての世代における男女共同参画意識の醸成 

（１）子どもの頃からの男女共同参画意識の啓発 

 

３－１－１ 男女の地位の平等感（国調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」より作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.3%

9.7%

10.8%

9.7%

11.4%

12.7%

12.9%

13.1%

62.8%

64.5%

59.1%

61.9%

61.8%

61.2%

62.1%

63.6%

21.2%

21.1%

24.6%

23.2%

20.9%

20.1%

19.5%

17.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年9月調査

平成28年9月調査

平成24年10月調査

平成21年10月調査

平成19年8月調査

平成16年11月調査

平成14年7月調査

平成12年2月調査

男性の方が非常に優遇さ

れている

どちらかといえば男性の

方が優遇されている

平等

どちらかといえば女性の

方が優遇されている

女性の方が非常に優遇さ

れている

わからない
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３－１－２ 男女平等の現状認識（大阪府） 

   問 次にあげる分野で、男女の地位はどの程度平等になっていると思いますか。あなた

のお考えに近いものを選んでください。（○はひとつずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：大阪府「男女共同参画に関する府民意識調査」(令和元年度) 

３－１－３ 「男女共同参画社会」という用語の周知度 

 
大阪府調査（府民意識調査） 内閣府調査 

女性 男性 女性 男性 

平成２６年度 

※内閣府調査はH24年度 
５２．５％ ５７．３％ ６１．３％ ６６．３％ 

令和元年度 

※内閣府調査はH30年度 
６１．４％ ６９．３％ ６１．５％ ６７．４％ 

※内閣府調査は「見たり聞いたりしたことがあるもの」 

 府民意識調査は「内容を知っている」「聞いたことはあるが内容は知らない」の計 

男性が優遇され
ている

どちらかといえ

ば男性が優遇さ

れている

平等である

どちらかといえ

ば女性が優遇さ

れている

女性が優遇され
ている

わからない 無回答

（単位：％）

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

社会通念・
慣習・
しきたりな
どで

⑤

⑥

⑦

④
学校教育の
場で

政治の場で

法律や制度
の上で

① 家庭生活で

② 職場の中で

③
地域活動の
場で

⑧ 全体として

13.2

19.3

4.9

15.8

20.1

10.4

8.8

13.1

3.1

3.9

5.2

2.3

32.4

40.0

22.9

13.9

19.9

6.8

24.7

32.0

15.4

14.2

19.9

6.5

34.2

39.4

27.9

37.2

37.6

37.0

24.6

28.4

20.3

16.2

18.5

13.3

38.6

36.8

40.6

30.8

36.0

24.2

46.0

47.3

44.8

49.7

54.9

43.8

34.3

25.6

45.8

22.7

19.3

27.3

32.2

25.4

41.9

46.2

43.7

50.0

10.9

5.6

18.0

27.0

17.5

39.3

11.0

5.4

18.8

19.4

10.7

31.0

7.7

5.8

10.4

6.7

5.0

8.9

5.0

2.8

8.1

3.3

1.4

6.0

1.7

1.0

2.6

8.4

5.0

12.5

4.2

2.0

7.0

3.9

2.2

6.0

1.8

1.4

2.3

2.5

1.2

4.2

1.4

0.8

2.3

0.6

0.4

0.8

0.8

0.4

1.3

1.2

0.4

2.3

0.3

0.4

0.3

0.8

0.4

1.3

6.5

5.8

7.0

7.8

8.9

6.0

22.7

24.7

19.3

22.2

23.1

20.3

11.0

11.3

10.7

13.4

15.1

10.9

9.6

8.7

10.7

8.0

7.8

7.8

2.3

2.6

1.6

7.2

7.8

6.3

5.1

4.8

4.9

7.7

7.6

7.3

4.6

4.8

3.9

5.4

6.0

3.9

4.0

4.2

3.1

4.0

4.0

3.6

無回答
女性が優遇さ

れている

どちらかといえ

ば男性が優遇さ
れている

どちらかといえ

ば女性が優遇さ

れている

平等である
男性が優遇さ
れている

わからない
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（２）男女共同参画意識の醸成 

３－２－１ 固定的な性別役割分担意識（国）＜夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」、「女性の活躍推進に関する世論調査」 

 

 

３－２－２ 女性の働き方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

資料出所：男女共同参画に関する府民意識調査（令和元年度） 

2.3

7.4 

6.1 

0.8 

20.7 

15.6 

8.5 

3.3 

35.2 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

無回答

分からない

その他

仕事に就かないほうがよい

育児の時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける方がよい

育児の時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける方がよい

子どもができるまで仕事を持ち、子どもができたら家事や育児に専念する方がよい

結婚するまで仕事を持ち、結婚後は家事に専念する方がよい

収入、社会的地位、やりがいなどを得るため、または人・社会の役に立つため、結婚や出

産にかかわらず、仕事を続ける方がよい

 

6.5 

8.6 

8.3 

9.4 

8.8 

12.5 

12.9 

10.6 

13.8 

12.7 

24.6 

30.8 

28.7 

35.3 

31.7 

32.1 

38.7 

30.7 

31.0 

32.5 

5.5 

4.9 

4.5 

5.8 

5.1 

6.0 

3.3 

3.6 

3.2 

5.9 

38.5 

34.4 

37.0 

32.2 

34.8 

33.3 

27.9 

31.3 

28.7 

27.4 

24.9 

21.2 

21.5 

17.2 

19.5 

16.1 

17.2 

23.8 

23.4 

21.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

令和元年9月調査

(内訳女性:1407人)

令和元年9月調査

(内訳男性:1238人)

平成28年9月調査

(内訳女性:1655人)

平成28年9月調査

(内訳男性:1404人)

平成28年 9月調査

(3059人)

平成26年 8月調査

(3037人)

平成24年 8月調査

(3033人)

平成21年10月調査

(3240人)

平成19年 8月調査

(3118人)

平成16年11月調査

(3502人)

賛成 どちらかといえば賛成 わからない どちらかといえば反対 反対
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３－２－３ 女性が仕事に就くことへの考え方（大阪府） 

 

問 女性の働き方について、あなたはどのようにお考えですか。（○はひとつ） 

 

 

 

 
 
資料出所：大阪府「男女共同参画に関する府民意識調査」(令和元年度) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％）

①
収入、社会的地位、やりがいなどを得るた

め、または人・社会の役に立つため、結婚や

出産にかかわらず、仕事を続ける方がよい

②
結婚するまで仕事を持ち、結婚

後は家事に専念する方がよい

③
仕事を持ち、子どもができたら

家事や育児に専念する方がよい

④
育児の間一時やめ、その後フル

タイムで仕事を続ける方がよい

⑤

育児の間一時やめ、その後パー

トタイムで仕事を続ける方がよ

い

⑥ 仕事には就かない方がよい

⑦ その他

⑧ わからない

⑨ 無回答

35.2

3.3

8.5

15.6

20.7

0.8

6.1

7.4

2.3

37.0

1.8

5.8

15.5

24.1

0.4

6.0

7.0

2.2

32.6

5.5

11.7

15.1

17.2

1.3

6.5

8.1

2.1

0 10 20 30 40

全体(N=897)

女性(N=497)

男性(N=384)



- 126 - 
 

３－２－４ 実際の女性の働き方（大阪府） 

 

問 【女性】あなたの場合、実際には、次のどれにあてはまりますか。又は、どのようにされるつもりですか 

【男性】あなたの配偶者・パートナーの場合、実際には、次のどれにあてはまりますか。又は、配偶者 

・パートナーがいるとした場合、どのようにされると思いますか。（○はひとつ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料出所：大阪府「男女共同参画に関する府民意識調査」(令和元年度) 

  

（単位：％）

①
収入、社会的地位、やりがいなどを得るた

め、または人・社会の役に立つため、結婚や

出産にかかわらず、仕事を続けている

②
結婚するまで仕事を持ち、結婚

後は家事に専念している

③

子どもができるまで仕事を持

ち、子どもができたら家事や育

児に専念している

④

育児の時期だけ一時やめ、その

後フルタイムで仕事を続けてい

る

⑤

育児の時期だけ一時やめ、その

後パートタイムで仕事を続けて

いる

⑥
仕事に就いたことはない（就く

つもりはない）

⑦ その他

⑧ わからない

⑨ 無回答

27.6

10.7

8.2

9.2

17.8

2.4

3.4

6.9

13.8

34.4

12.5

7.6

10.9

16.9

1.6

4.2

5.2

6.6

18.8

8.3

8.9

7.0

19.0

3.4

2.3

9.1

23.2

0 10 20 30 40

全体(N=881)

女性(N=497)

男性(N=384)
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３—２—５ 生活の中で優先すること：希望（大阪府） 

 
問 あなたは、生活の中で「仕事」、「家庭や地域活動」、「個人の生活」で何を優先しますか。 

あなたの希望に最も近いものをそれぞれ１つお答えください。（○はひとつ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

資料出所：大阪府「男女共同参画に関する府民意識調査」(令和元年度) 

   
  

（単位：％）

① 「仕事」を優先したい

②
「家庭や地域活動」を優先した

い

③ 「個人の生活」を優先したい

④
「仕事」と「家庭や地域活動」

をともに優先したい

⑤
「仕事」と「個人の生活」をと

もに優先したい

⑥
「家庭や地域活動」と「個人の

生活」をともに優先したい

⑦

「仕事」と「家庭や地域活動」

と「個人の生活」の３つとも大

切にしたい

⑧ その他

⑨ わからない

⑩ 無回答

8.4

4.7

22.0

6.4

26.4

7.3

20.9

0.7

1.5

1.7

3.3

5.2

21.3

4.6

30.8

6.9

23.9

0.0

2.0

2.0

14.1

4.3

22.4

8.3

22.0

7.6

17.7

1.4

0.7

1.4

0 10 20 30 40

全体(N=592)

女性(N=305)

男性(N=277)
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３－２－６ 生活の中で優先すること：現実（大阪府） 

 

問 あなたは、生活の中で「仕事」、「家庭や地域活動」、「個人の生活」で何を優先しますか。

あなたの現実（現状）に最も近いものをそれぞれ１つお答えください。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料出所：大阪府「男女共同参画に関する府民意識調査」(令和元年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％）

① 「仕事」を優先している

②
「家庭や地域活動」を優先して

いる

③ 「個人の生活」を優先している

④
「仕事」と「家庭や地域活動」

をともに優先している

⑤
「仕事」と「個人の生活」をと

もに優先している

⑥
「家庭や地域活動」と「個人の

生活」をともに優先している

⑦

「仕事」「家庭や地域活動」

「個人の生活」の３つとも大切

にしている

⑧ その他

⑨ わからない

⑩ 無回答

42.6

4.1

10.6

7.1

22.3

2.4

6.4

0.8

2.0

1.7

32.5

6.6

12.1

7.2

27.5

2.3

6.9

0.7

2.3

2.0

53.4

1.4

8.7

7.2

16.6

2.5

6.1

1.1

1.4

1.4

0 20 40 60

全体(N=592)

女性(N=305)

男性(N=277)



- 129 - 
 

３－２－７ 男性が家事･育児･介護･地域活動等に参加するために必要なこと(大阪府) 

 

問 今後、男性が家事、子育て、介護、地域活動などに積極的に参加していくためには、 

どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで） 

 

＜女性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜男性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 
 
 
 

資料出所：大阪府「男女共同参画に関する府民意識調査」(平成 21・26・令和元年度) 

 

 

 

 

（単位：％）

①
男女の役割分担についての社会通念、慣

習、しきたりを改めること

②

男性が家事、子育て、介護・看護、地域

活動に参加することについて、社会的評

価を高めること

③
夫婦、パートナーの間で家事などの分担

をするように十分話し合うこと

④
労働時間の短縮などを進め、仕事以外の

時間をより多く持てるようにすること

⑤
小さいときから男性に家事や育児に関す

る教育をすること

⑥

男性が子育てや介護・看護、地域活動を

行うための、仲間（ネットワーク）作り

をすすめること

⑦

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題

について、男性が相談しやすい窓口を設

けること

⑧ その他

⑨ 特に必要ない

⑩ 無回答

39.4

41.9

40.6

31.0

41.9

15.3

11.1

2.2

2.0

5.2

33.9

37.7

39.3

27.9

31.7

12.2

10.6

1.1

1.4

20.9

43.5

48.2

44.2

34.3

46.3

0.0

0.0

1.3

1.0

0.5

0 20 40 60

令和元年度(N=497)

平成26年度(N=369)

平成21年度(N=382)

（単位：％）

①
男女の役割分担についての社会通念、慣

習、しきたりを改めること

②

男性が家事、子育て、介護・看護、地域

活動に参加することについて、社会的評

価を高めること

③
夫婦、パートナーの間で家事などの分担

をするように十分話し合うこと

④
労働時間の短縮などを進め、仕事以外の

時間をより多く持てるようにすること

⑤
小さいときから男性に家事や育児に関す

る教育をすること

⑥

男性が子育てや介護・看護、地域活動を

行うための、仲間（ネットワーク）作り

をすすめること

⑦

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題

について、男性が相談しやすい窓口を設

けること

⑧ その他

⑨ 特に必要ない

⑩ 無回答

36.5

29.9

42.2

39.6

28.4

15.6

11.7

2.6

5.2

5.5

33.1

31.5

38.9

29.9

23.6

10.8

8.6

2.5

1.0

19.4

39.9

37.9

42.6

36.6

22.5

0.0

0.0

2.0

3.7

1.7

0 20 40 60

令和元年度(N=384)

平成26年度(N=314)

平成21年度(N=298)
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３－２－８ メディアにおける性・暴力表現(大阪府) 

 

問 テレビ、新聞、雑誌、インターネットなどメディアにおける性・暴力表現について、 

あなたはどのように思いますか。（○はひとつずつ）   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料出所：大阪府「男女共同参画に関する府民意識調査」(令和元年度) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（単位：％）

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

①

女性のイメージ

や男性のイメー

ジについて偏っ

た表現をしてい

る

⑤

性・暴力表現を

望まない人や子

どもの目に触れ

ないような配慮

が足りない

②

性的側面を過度

に強調するな

ど、行き過ぎた

表現が目立つ

③

社会全体の性に

関する道徳感・

倫理観を損なう

おそれがある

④

女性に対する犯

罪を助長するお

それがある

11.4

10.1

12.8

11.5

11.3

11.7

11.4

11.5

11.5

13.2

14.1

12.2

21.9

23.5

20.1

33.1

35.4

30.7

29.1

29.4

29.2

30.9

31.4

30.2

32.9

34.0

31.0

31.5

32.4

30.2

18.4

15.7

22.1

20.1

19.7

20.8

18.8

17.9

20.3

16.9

15.7

19.0

15.3

14.7

16.4

13.3

11.1

15.9

17.7

14.5

21.6

15.2

11.5

19.8

15.9

12.9

19.8

12.6

9.7

16.1

17.6

20.1

14.3

15.6

18.1

12.2

17.6

20.3

14.1

14.9

15.9

13.8

13.3

13.7

12.8

6.2

7.6

4.2

6.0

7.0

4.4

6.1

7.4

4.2

6.1

7.4

4.2

5.5

6.0

4.4

どちらかといえ

ばそう思う
そうは思わない 無回答

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そのとおりだ

と思う わからない
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３－２－９ 女性が理系進学を目指すことに対する考え（大阪府） 
 
問 自分の娘や身近な女性が理系進学をめざすことには抵抗がありますか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料出所：大阪府「男女共同参画に関する府民意識調査」(令和元年度) 

 

３－２－１０ 家庭の仕事の役割分担（大阪府） 
 
問 次のことがらについて、主に男性、女性のどちらが担う方がよいと思いますか。 

あなたのお考えに近いものを選んでください。（○はひとつずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料出所：大阪府「男女共同参画に関する府民意識調査」(令和元年度) 

 
（３）地域活動への参画促進 

３—３－１ 消防団員に占める女性の割合  

 現状 参考 

全国平均 3．3％（令和２年） 第４次男女共同参加基本計画５％（平成３８年度当初） 

大阪府 2．5％（令和２年） ― 

資料出所：「第４次男女共同参画基本計画」、「消防団の組織概要等に関する調査(令和２年 4月 1日現在)」 

（単位：％）

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

⑤

子どもの

教育と

しつけ、

学校行事

⑥
乳幼児の

世話

0.1

0.2

0.4

1.0

0.1

0.2

74.5

75.9

72.7

39.4

41.0

37.2

16.3

14.9

18.5

40.4

40.2

40.9

2.2

2.6

1.8

14.0

13.1

15.4

4.3

4.2

4.4

4.0

3.4

4.7

2.1

2.2

1.6

2.1

2.0

1.8

無回答
主に

女性の役割

どちらかと

いえば

男性の役割

どちらかと

いえば

女性の役割

両方同じ

程度の役割

主に

男性の役割

いずれにも

該当しない

（単位：％）

全体 (N=897)

女性 (N=497)

男性 (N=384)

1.4

1.0

2.1

1.4

1.0

1.8

14.0

14.3

14.3

72.7

73.4

71.6

6.2

6.6

6.0

4.1

3.6

4.2

ある程度

そう思う

そう

思わない
無回答あまり

そう思わない
そう思う わからない
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H27 H28 H29 H30 R1
その他 10,740 11,507 12,734 13,687 15,203
ペル― 1,184 1,175 1,223 1,237 1,287
ネパール 1,570 2,025 2,537 3,053 3,775
インドネシア 1,949 2,364 2,713 3,164 3,866
タイ 2,009 2,124 2,319 2,474 2,675
ブラジル 2,464 2,471 2,531 2,689 2,829
米国 2,820 2,909 2,999 3,140 3,304
フィリピン 6,853 7,331 7,895 8,471 9,319
ベトナム 10,494 14,260 19,789 25,641 34,603
台湾 5,346 5,951 6,620 7,058 7,594
中国 52,856 56,217 60,024 63,315 68,617
韓国・朝鮮 111,863 109,322 107,090 105,184 102,822

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

180,000

210,000

240,000

270,000
(人)その他

ペル―

ネパール

インドネシア

タイ

ブラジル

米国

フィリピン

ベトナム

台湾

中国

韓国・朝鮮

（４）多文化共生の視点を踏まえた男女共同参画の推進 

３—４－１ ＧGＩ ジェンダー・ギャップ指数（Gender Gap Index） 

世界経済フォーラムが、各国内の男女間の格差を数値化しランク付けしたもので、経済分野、教育分野、

政治分野及び保健分野のデータから算出され、０が完全不平等、１が完全平等を意味しており、性別による

格差を明らかにできる。 

順位 国名 CGI値 

 

分野ごとの順位（日本） 

1 アイスランド 0.877 経済分野 115位/153か国 

2 ノルウェー 0.842 教育分野 91位/153か国 

3 フィンランド 0.832 保健分野 40位/153か国 

4 スウェーデン 0.820 政治分野 144位/153か国 

5 ニカラグア 0.804 

 

ＧＧＩは、以下のデータから算出されている。 

経済分野…労働力率、同じ仕事の賃金の同等性、所得の 

推計値、管理職に占める比率、専門職に占める 

比率 

教育分野…識字率、初等・中等・高等教育の各在学率 

保健分野…新生児の男女比率、健康寿命 

政治分野…国会議員に占める比率、閣僚の比率、 

最近 50年の国家元首の在任日数 

10 ドイツ 0.787 

21 英国 0.767 

53 米国 0.724 

108 韓国 0.672 

121 日本 0.652 

資料出所： 世界経済フォーラム「WEF_GGGR_2020」 

３－４－２ 国籍・地域別在留外国人数  

 

資料出所：「法務省入国管理局・在留外国人統計」による(各年 12月末) 


